
本
稿
は
、
一
九
世
紀
前
半
（
よ
り
具
体
的
に
は
、
嘉
永
～
安
政
年
間
）
に
お
け
る
彦
根
藩
の
「
御
系
譜
方
」
を
中
心
と
す
る
歴
史
調

査
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

近
世
後
期
、
彦
根
藩
で
は
、
井
伊
家
や
そ
れ
ぞ
れ
の
家
臣
の
先
祖
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
り
、
と
く
に
戦
国
期
以
前
の
井
伊
氏

（
遠
江
井
伊
氏
）
と
そ
の
家
臣
の
歴
史
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
戦
国
期
（
井
伊
直
政
・
直
孝
）
以
前
の
井
伊
氏

が
拠
点
を
お
い
た
遠
江
国
引
佐
郡
井
伊
谷
（
現
在
の
浜
松
市
北
区
引
佐
町
井
伊
谷
）
は
、
正
徳
期
に
井
伊
直
該
が
井
伊
谷
龍
潭
寺
を
参

詣
し
た
の
を
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
、
彦
根
藩
内
に
お
け
る
知
名
度
も
高
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
遠
江
国
井
伊
谷
は
、
平
成
二
十
九
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
お
ん
な
城
主
直
虎
」
で
話
題
に
な
っ
た
次
郎
法
師
（
直

虎
）
ら
が
拠
点
と
し
た
地
域
で
も
あ
る
。
元
々
、
井
伊
家
は
、
江
戸
時
代
以
前
は
、
今
川
氏
に
従
う
遠
江
の
「
国
衆
」
の
一
つ
で
あ

り
、
井
伊
直
平
・
直
盛
．
直
親
ら
が
、
引
佐
地
方
を
拠
点
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
が
、
今
回
の
大
河
ド
ラ
マ
に
よ
っ
て
全
国
的
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

彦
根
藩
に
よ
る
遠
江
国
井
伊
谷
の
旧
跡
調
査
に
つ
い
て

は
じ
め
に

夏
目
琢
史
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一
七
世
紀
以
降
も
、
実
は
、
彦
根
（
与
板
）
と
井
伊
谷
（
と
く
に
井
伊
家
の
先
祖
菩
提
寺
で
あ
る
龍
潭
寺
）
と
の
間
に
は
少
な
か
ら

ず
交
流
が
あ
り
続
け
た
。
と
く
に
、
彦
根
や
与
板
の
藩
士
た
ち
と
井
伊
谷
村
の
宗
教
者
（
龍
輝
寺
住
職
お
よ
び
二
宮
神
社
神
主
を
中
心

と
す
る
）
と
の
間
に
は
、
書
簡
で
の
や
り
と
り
も
頻
繁
に
お
こ
な
わ
れ
、
実
際
に
藩
士
ら
が
井
伊
谷
へ
と
訪
問
し
、
井
伊
家
菩
提
寺
の

２

龍
潭
寺
へ
と
参
詣
し
た
り
、
先
祖
の
遠
忌
法
要
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代

の
約
二
百
六
十
年
の
な
か
で
、
彦
根
・
与
板
と
井
伊
谷
と
の
関
係
が
次
第
に
「
無
縁
」
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
結
び

つ
き
が
強
固
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
こ
う
し
た
交
流
の
う
ち
、
一
九
世
紀
前
半
か
ら
中
葉
に
か
け
て
顕
著
に
み
ら
れ
る
彦
根
藩
士
ら
に
よ
る
井
伊
谷
周
辺
の

３

「
御
由
緒
向
」
調
査
（
歴
史
・
井
伊
氏
旧
跡
の
調
査
）
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
詳
細
に
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
は
、

５

江
戸
時
代
に
お
い
て
戦
国
時
代
の
「
記
憶
」
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
か
に
注
目
す
る
由
緒
論
・
史
蹟
論
（
記
憶
論
）
と
深
く

か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
記
憶
論
は
、
国
民
国
家
論
と
の
関
連
で
一
九
九
○
年
代
以
降
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

６

い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
論
点
が
い
く
つ
も
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
方
法
論
や
テ
ク
ス
ト
分
析
の
精
綴
化
に
大
き

な
成
果
を
得
た
も
の
の
、
そ
れ
が
歴
史
社
会
構
造
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
課
題
も
み
ら
れ

る
。
本
稿
の
分
析
を
通
じ
て
、
「
記
憶
」
の
問
題
が
地
域
社
会
の
編
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
考
え
る
視
座
を
提
供
し

て
み
た
い
。

本
章
で
は
、
彦
根
藩
に
よ
る
公
的
な
「
由
緒
向
」
の
調
査
の
全
体
像
を
把
握
し
て
お
き
た
い
。
井
伊
谷
の
古
跡
調
査
を
は
じ
め
と
し

一
彦
根
藩
に
よ
る
井
伊
谷
調
査
の
概
要
ｌ
「
御
系
譜
方
」
の
活
動
Ｉ
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た
「
由
緒
向
」
調
査
の
全
般
を
担
当

し
て
い
た
の
は
、
「
御
系
譜
方
（
系

譜
掛
）
」
と
い
う
組
織
で
あ
る
。
ま

ず
は
、
こ
の
「
御
系
譜
方
」
に
つ
い

て
、
そ
の
概
要
を
確
認
す
る
。

井
伊
家
伝
来
古
文
書
の
な
か
に

は
、
彦
根
藩
の
「
御
系
譜
方
」
が
作

成
し
た
と
み
ら
れ
る
資
料
が
六
十
点

程
度
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
史
料

を
通
覧
す
る
と
、
調
査
の
実
務
を

担
っ
た
の
が
、
河
村
万
右
衛
門
と
い

う
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

系
譜
方
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
史
料
を
一
覧
に
し
た
の

が
表
１
で
あ
る
。
一
見
し
て
明
ら
か

な
よ
う
に
、
系
譜
方
は
、
井
伊
家
の

先
祖
故
郷
で
あ
る
井
伊
谷
周
辺
の
寺

社
が
所
蔵
し
て
い
る
古
文
書
の
み
な

表1
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作成年次 史料名 作成者 備 考 出所

安政2年9

月9日

藤原氏井伊奥山系図

井諸親類之次第写
長野主膳義言 渋川東光院にて筆写したもの 彦・調30492

安政2年9

月
遠江国旧跡誌

御系譜方（量野

主膳）

緬圃寺・中居氏などの所持する諜

籍などについての記録。／長野主

膳の調査日記。

彦・調3“87

不明 異本井伊家系図 御系譜方（印） 引佐郡奥山にて筆写したもの 彦・調30493

(安政2年

2月25日）
由緒番 中薮村聞光寺

中薮村の由緒について寺社奉行所

提出史料なと。
彦・調6380

嘉永元年8

月
御由緒書

遠州引佐郡井伊

谷両社神主中居

伊豫

彦・調30459

不明
遠州引佐郡祝田村羽

鳥大明神棟札之写
御系諭方（印）

羽鳥大明神の棟札（裏面含む）の

写
彦・調30509

不明
奥山醤記抜書井川名

渓雲寺旧記
御系謂方（印） 奥山源太郎所持の記録写し 彦・調304”

不明
遠州引佐郡川名村渓

雲寺世代記
消水山渓雲寺 渓雲寺の歴代住職の神き上げ 彦・調30491

不明 遠江渋川記事 中居伊溌 渋川東光院の記録の写し 彦・調3“95

不明
遠州内山村中安氏書

記

入野村竹村又右

衛門

竹村又右衛門が調査した中安氏の

記録類を内山平兵衛が河村万右衛

門に提出

彦・調30499

嘉永7年2

月27日
覚 百々彦右衛門

駿州中里村八幡宮社守覚書（寛永6

年5月）の百々村彦右衛門による

写し

彦・調30512

寅2月27

日
(彦根藩からの杵状） 百々彦右衛門

井伊家から中里村八幡宮への寄付

にかかわる文書を中里村山川氏方

にて写し取ったもの

彦・調30513

嘉永7年2

月28日
当社記録 百々彦右衛門

中里村若宮八幡宮の由緒について

中里村にて誰写
彦・調41585

嘉永元年
皇都六角住心院由緒

瞥写
御系諦方（印）

住心院由緒排（嘉永元年に住職が

記したものヵ）
彦・調6371
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彦根藩による遠江国井伊谷の旧跡調査について

ら
ず
、
井
伊
家
と
譜
代
藩
士
の
先
祖
に
関
わ
る
広
い
分
野
の
調
査
を
実
施
し
、
資
料
を
作
成
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
活
動
に
つ
い
て
、

井
伊
家
伝
来
古
文
書
（
彦
根
城
博
物
館
）
か
ら
確
認
で
き
る
範
囲
で
ま
と
め
て
み
る
と
、
河
村
万
右
衛
門
ら
を
中
心
と
す
る
系
譜
方
の

職
務
（
行
動
）
は
、
お
お
む
ね
図
１
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

系
譜
方
は
、
短
期
間
の
う
ち
に
、
井
伊
谷
だ
け
で
な
く
、
新
野
左
馬
助
の
故
郷
・
新
野
村
（
御
前
崎
市
）
を
は
じ
め
と
す
る
広
い
範

囲
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
）
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
調
査
は
、
幕
閣
の
重
要
人
物
で
あ
る
井

伊
家
の
家
中
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
（
井
伊
家
の
御
威
光
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
）
、
可
能
に
な
っ
た
側
而
も
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
次

章
で
詳
し
く
検
討
す
る
よ
う
に
、
地
元
の
有
力
者
が
こ
う
し
た
調
査
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
様
子
が
み
て
と
れ
る
。

で
は
、
系
譜
方
の
組
織
と
そ
の
目
的
（
理
念
）
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
河
村
万
右
衛
門
が
記
し
た
次
の
史
料
か

ら
確
認
し
て
み
よ
う
。

７

〔
史
料
１
〕

一
御
母
堂
之
素
性

一
御
元
服
を
初
、

一
御
誕
生
井
御
名
之
事

一
御
勤
向
不
寄

一
京
都
御
守
護

一
御
膓
場
一
条

覚

御
勤
向
不
寄
何
事
其
度
之
委
細
書
付
二
而
御
達
有
之
様
之
事

京
都
御
守
護
之
一
条
右
同
断

凡
而
御
祝
儀
事
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一
寺
社
同
断

一
諸
大
名
御
出
合
格
式
、
且
官
家

一
御
旗
本
末
々
造
御
出
合
御
出
入

一
御
舘
入
卿
人
町
人
御
目
見
、
但但

一
御
法
度
井
御
徒
式

一
御
参
勤
御
交
代

一
御
町
奮
家
格
別
之
由
緒

一
御
順
在
之
式

一
先
様
御
素
性
御
続
柄

一
御
逝
去
井
御
法
名
御
葬
地

一
御
養
子
御
縁
組

一
御
引
越
之
一
条

御
當
家
二
抱
り
候
儀
者
些
少
之
儀
二
候
共
、
委
細
記
置
御
規
定
之
元
二
も
可
相
成
候
得
者
御
家
老
様
方
者
不
及
申
諸
御
役
人
別
而

者
御
側
役
衆
御
目
付
方
深
く
心
配
無
之
而
者
難
調
儀
与
奉
存
候
、
凡
而
諸
記
録
分
在
御
座
候
者
非
常
之
存
二
宜
敷
候
御
座
候
、
併

右
者
其
節
々
巨
細
御
系
譜
方
江
御
達
御
座
候
様
仕
度
奉
願
上
候
、
尤
品
二
よ
り
其
節
御
鯛
も
可
有
御
座
候
へ
共
御
文
言
之
趣
計
二

而
者
委
細
二
難
分
儀
も
御
座
候
ハ
、
、
別
段
御
達
し
被
下
置
候
様
仕
度
御
系
譜
之
儀
者
、
勿
論
之
儀
二
御
座
候
得
共
、

右
者
御
先
代
様
御
同
姓
様
且
皇
朝
公
邊
御
指
当
無
之
様
仕
度

御
諒
被
指
上
候
節

し
自
他
領
共
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彦根藩による遠江国井伊谷の旧跡調査について

史
料
１
は
、
系
譜
方
（
系
譜
掛
）
の
実
務
担
当
者
で
あ
る
河
村
万
右
衛
門
が
、
家
老
中
に
宛
て
て
提
出
し
た
と
み
ら
れ
る
願
書
の
控

え
で
あ
る
。
史
料
１
の
後
略
部
分
に
は
、
あ
く
ま
で
こ
れ
が
河
村
万
右
衛
門
の
私
見
で
あ
る
旨
の
注
意
書
き
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
文

書
自
体
は
、
河
村
万
右
衛
門
・
勝
廉
之
介
・
長
野
主
馬
・
香
取
権
次
郎
・
岩
泉
常
之
介
の
連
署
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
五
名
が

「
系
譜
掛
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
井
伊
直
弼
の
腹
心
と
い
わ
れ
る
長
野
主
馬
な
ど
の
立
場
や
、
ほ
か
の

役
人
ら
の
名
前
が
史
料
に
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
こ
と
を
勘
案
し
て
も
、
や
は
り
、
系
譜
方
の
諸
事
務
（
雑
務
も
含
む
）
に
つ
い
て

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
河
村
万
右
衛
門
が
担
当
し
て
い
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

で
は
、
史
料
１
の
内
容
を
詳
し
く
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
史
料
ｌ
自
体
は
、
河
村
万
右
衛
門
の
個
人
的
な
見
解
に
よ
る
と
い
う

事
急
成
節
分
在
候
而
者
異
同
之
儀
在
之
判
談
二
時
を
延
し
候
儀
も
可
在
御
座
哉
二
奉
存
候
間
、
御
系
譜
方
記
録
を
以
御
取
定
ニ
相

成
候
様
、
兼
而
御
決
断
被
仰
付
候
様
仕
度
奉
願
上
候
、
依
而
者
御
人
撰
被
為
在
、
格
別
之
人
柄
を

御
系
譜
奉
行
被
仰
付
候
様
仕
度
奉
願
上
候
、
何
事
願
之
通
二
被
仰
付
被
下
置
候
者
難
有
仕
合
二
可
奉
存
候
、

寅
十
一
月
御
系
譜
掛河

村
万
右
衛
門

勝
廉
介

長
野
主
馬

香
取
権
次
郎

岩
泉
常
之
介

御
家
老
中
様
…
（
後
略
）
…
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が
、
河
村
が
系
譜
方
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
逆
説
的
に
系
譜
方
の
目
的
が
こ
の
史
料
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
「
右
者
其
節
々
巨
細
御
系
譜
方
江
御
達
御
座
候
様
仕
度
奉
願
上
候
」
「
御
當
家
二
抱
り
候
儀
者
些
少
之
儀

二
候
共
、
委
細
記
置
」
な
ど
の
文
言
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
当
家
（
井
伊
家
）
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
跡
に
関
す
る
書
類
を
収
集

し
、
そ
れ
を
も
と
に
藩
政
を
運
営
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
（
藩
政
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
）
。
河
村
万
右
衛
門
は
、
政
務
を
迅
速
に

処
理
し
て
い
く
に
は
、
諸
記
録
を
系
譜
方
が
一
括
し
て
所
持
し
て
い
く
の
が
理
想
的
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
こ
に
彦
根
藩
政
に
お
け
る

、
、

系
譜
方
の
存
在
意
義
を
見
出
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
残
存
し
て
い
る
系
譜
方
の
史
料
を
み
る
限
り
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
理
想

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
系
譜
方
の
人
員
と
扱
う
業
務
の
量
が
ア
ン
バ
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
職
務
内

容
、
組
織
構
成
の
二
つ
の
側
面
で
、
河
村
万
右
衛
門
に
大
き
な
負
担
が
か
か
る
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
実
際
、
河
村
は
、
こ
う
し
た
問

題
に
対
処
す
べ
く
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
三
月
に
は
、
坂
田
郡
百
々
村
彦
右
衛
門
を
系
譜
方
の
御
用
に
就
け
る
よ
う
、
新
野
左
馬
助

８

に
対
し
て
願
い
出
て
い
る
。
新
野
左
馬
助
家
は
長
い
間
断
絶
し
て
い
た
が
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
○
）
に
井
伊
直
中
の
十
男
で
あ

り
、
家
老
の
木
俣
家
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
木
俣
中
守
が
、
こ
れ
を
再
興
し
、
新
野
親
良
と
名
乗
っ
た
。
親
良
は
、
家
老
も
つ
と
め
、

９

井
伊
直
弼
の
政
治
を
補
佐
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
河
村
は
、
先
祖
の
由
緒
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
新
野
左
馬
助
を
頼
り
に
し

て
、
系
譜
方
の
人
員
の
増
強
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
系
譜
方
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
四
月
に
は
、
家
老
中
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
嘆
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。

坂
田
郡
百
々
村
彦
右
衛
門

右
之
者
、
生
質
系
圖
由
緒
之
儀
ヲ
好
ミ
恐
入
候
義
二
候
得
共
、
御
系
譜
之
儀
、
年
来
深
懸
念
仕
、
自
分
心
得
二
而
御
由
緒
之
義
聞
糺

０１

〔
史
料
２
〕
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こ
こ
で
は
、
彦
右
衛
門
の
知
識
と
調
査
能
力
の
高
さ
な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
長
野
主
膳
の
調
査
（
後
述
）
に
同
行

し
た
こ
と
が
推
薦
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
河
村
が
、
右
の
よ
う
に
人
員
の
増
強
を
求
め
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
別
の
史
料
の
な
か
で
、
「
御
系
譜
御
用
懸
り
人
数
之
内

勝
廉
介
者
佐
野
詰
仕
居
、
長
野
主
膳
者
江
戸
詰
仕
居
、
香
取
権
左
衛
門
者
当
分
御
用
懸
り
御
免
被
仰
付
、
残
り
拙
者
壱
人
二
御
座
候
」

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
享
保
以
降
の
記
録
類
の
整
理
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
先
に
史
料
１
で
み
た
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
収
集
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
て
い
く
と
い
う
方
針
そ
の
も
の
に
限
界
が
あ
っ

た
だ
し
、
彦
右
衛
門
は
、
史
料
２
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
こ
れ
以
前
よ
り
系
譜
方
の
調
査
に
深
く
関
与
し
て
い

Ｚ

た
（
た
と
え
ば
、
彦
右
衛
門
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
二
に
も
遠
州
表
へ
と
調
査
に
入
っ
て
い
る
）
。
史
料
２
の
嘆
願
書
は
、
彦
右

た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

二
罷
越
、
御
家
中
衆
方
々
合
も
遠
州
江
家
系
聞
合
二
再
々
指
遣
シ
、
元
来
好
ミ
之
事
故
、
調
方
行
届
、
先
年
長
野
主
膳
彼
地
へ
御
由

緒
向
取
調
御
用
罷
越
候
節
も
、
彦
右
衛
門
召
連
度
段
申
上
、
召
連
参
、
都
合
能
御
用
弁
相
成
、
右
筋
之
儀
二
付
而
者
稀
成
者
、
生
質

実
体
成
者
二
御
座
候
而
、
筆
道
達
者
二
仕
奮
家
之
趣
二
御
座
候
間
、
御
系
譜
方
手
附
二
被
仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
候
、
併
軽
キ
者
二

御
座
候
得
者
発
シ
御
座
候
分
計
謄
篤
口
仕
度
、
就
而
者
重
キ
御
用
向
二
為
携
候
義
二
付
、
苗
字
出
動
之
節
帯
刀
御
受
二
相
成
候
様
仕

度
、
頂
戴
物
之
儀
ハ
御
系
譜
方
利
銀
祇
立
之
内
ヲ
以
被
下
置
候
様
仕
度
、
尤
被
下
間
之
儀
者
御
許
容
被
下
置
候
ハ
、
認
合
取
究
可
申

上
候
、
何
卒
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
・
頼
拙
者
共
難
有
可
奉
存
候
、
以
上
、

四
月
五
日
御
系
譜
御
用
懸
中

御
家
老
中
様
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衛
門
を
正
式
に
組
織
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

で
は
、
河
村
万
右
衛
門
や
百
々
村
彦
右
衛
門
は
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
調
査
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
先
述
し

て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
大
半
は
、
井
伊
家
の
旧
跡
調
査
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
野
左
馬
助
の
故
郷
で
あ
る
新
野
村
（
御
前
崎

市
）
を
調
べ
た
時
の
記
録
を
も
と
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

３１

〔
史
料
３
〕

一
遠
州
城
東
郡
新

一
当
時
地
頭
三
人

一
八
幡
宮

…
（
中
略
）

在
所
相
良
壱
万
石
田
沼
玄
蕃
頭
領
弐
千
石

御
旗
本
四
千
石
長
谷
川
久
三
郎
領
百
五
拾
石
余

同
弐
千
五
百
石
石
谷
因
幡
守
領
八
拾
七
石
余

一
宗
昌
寺
禅
曹
洞
宗
、
御
朱
印
六
石
、
大
澤
山
想
慈
院
、
紋
所
細
カ
タ
バ
ミ
、
右
之
末
寺
五
ヶ
寺

右
之
通
新
野
村
神
社

覚

遠
州
城
東
郡
新
野
郷
笠
原
庄
新
野
村
当
時
高
弐
千
弐
百
三
拾
七
石
余
、
家
数
三
百
軒
余
有
テ
八
手
二
分
ル

〆
土
産
神
拾
壱
ヶ
所

八
幡
宮
新
野
村
第
一
ノ
宮

：
（
中
略
）
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…
（
中
略
）
…

右
六
家
旧
家
二
而
昔
合
相
続
当
時
分
家
等
甚
以
数
多
有

一
新
野
村
続
キ
ー
池
新
田
村
ト
申
有
、
當
時
高
千
三
百
石
此
村
往
古
ハ
新
野
三
千
石
之
内
二
而
新
村
也
、
此
村
之
神
社

一
新
野
村
続
キ
ー
池
新
田

右
之
通
圖
二
而
石
之
戸
帳
両
方
へ
開
、
右
之
石
塔
ノ
石
之
ロ
ヶ
ニ
而
も
村
人
手
二
指
ハ
廻
タ
、
り
有
、
近
辺
ノ
草
木
二
而
も
苅
取
事
麺

一
新
野
村
古
寺

．
：
（
中
略
）

一
新
野
村
旧
家

一
下
水
神
宮
御
朱
印
五
石

一
城
山
ト
申
所
有
テ
山
也
、
此
所
ニ
モ
角
矢
倉
之
形
有
、
此
山
今
城
原
ハ
八
幡
平
二
続
、
古
谷
ト
申
所
二
仕
置
場
之
位
有
テ
村
人
仕

置
場
地
蔵
塚
ト
申
石
之
地
蔵
尊
今
二
有
り

一
城
山
二
続
八
幡
平
ト
申
所
二
八
幡
宮
之
古
堂
有
、
是
ヲ
松
下
左
衛
門
五
郎
代
々
昔
合
毎
年
八
月
廿
五
日
二
御
供
物
ヲ
上
参
詣
ス
ル

ー
城
山
分
子
丑
二
當
り
快
音
塚
ト
云
古
塚
有
、
此
所
元
ハ
伽
藍
地
二
而
真
言
宗
之
寺
跡
也
卜
申
傳
、
此
塚
石
塔
有
、
諸
人
手
二
指
ハ

紋
所
神
主
山
城

一
想
慈
院
領
之
内
二
城
原
ト
申
所
有
テ
山
之
山
之
上
二
平
地
有
テ
角
矢
倉
之
形
今
以
有
、
此
山
続
キ
ー
八
幡
平
ト
申
所
有
テ
山
ノ
上

一
馬
蔵
山
二
古
キ
石
塔
有
、

…
…
（
中
略
）
…
…

平
地
也
、

廻
タ
、
り
有
、

真
言
宗
二
而
高
野
山
来
光
寺

左
馬
塚
ト
モ
云
、
山
ノ
中
程
二
有
、



長
文
に
わ
た
っ
て
引
用
し
た
が
、
史
料
３
に
よ
り
、
彦
根
系
譜
方
の
調
査
の
様
子
が
よ
く
み
え
て
く
る
ｃ
す
な
わ
ち
、
系
譜
方
の
調

査
は
、
い
わ
ゆ
る
井
伊
家
の
「
系
譜
」
（
古
記
録
類
等
）
だ
け
で
は
な
く
、
新
野
家
な
ど
の
譜
代
家
臣
の
先
祖
調
査
も
含
ま
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
記
録
類
の
調
査
だ
け
で
は
な
く
、
現
地
調
査
も
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
彦
根
系
譜
方
の
調
査

は
、
ま
ず
支
配
（
領
主
）
や
寺
院
、
旧
家
な
ど
の
存
在
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
現
地
の
調
査
を
「
村
人
」
へ
の
聞
き
取
り
も
含
め
て

進
め
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
村
人
た
ち
の
い
わ
ゆ
る
禁
忌
（
タ
ブ
ー
）
な
ど
も
記
録
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
系
譜
方
の
調
査
の
一
つ

ま
た
、
調
査
地
が
新
野
村
に
と
ど
ま
ら
ず
、
隣
村
へ
と
拡
大
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
調
査
手
法
は
、

「
井
伊
谷
」
周
辺
の
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
。
ち
な
み
に
、
系
譜
方
は
、
ほ
か
に
も
遠
州
山
名
郡
下
貫
名
村
な
ど
の
調
査
も
行
っ
て
お

の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

不
相
成
、
若
苅
取
ハ
廻
大
タ
、
り
有
卜
申
傳
ル

ー
新
野
村
ハ
昔
新
野
太
郎
居
住
之
地
二
而
三
千
石
ト
云
、
文
治
年
中
二
遠
江
国
住
人
浅
羽
三
郎
、
新
野
太
郎
、
横
地
太
郎
卜
云
、
建

久
年
中
ニ
モ
右
同
断
、
永
禄
年
中
ニ
新
野
左
馬
介
ト
云
人
有
之
由
ト
申
傳
、

一
右
馬
蔵
山
二
有
之
左
馬
塚
・
馬
蔵
塚
ト
モ
云
、
其
近
辺
ヲ
馬
蔵
ト
云
、
馬
蔵
山
高
源
寺
モ
此
内
二
有
、
松
下
久
右
衛
門
モ
此
馬
蔵

一
右
馬
蔵
山
之
古
塚
ト
快
音
塚
ト
ハ
昔
今
村
人
手
ヲ
指
人
な
し

一
快
音
寺
ハ
無
旦
之
地
也
、

一
茶
亭
ト
申
山
有
、
其
続
キ
ー
殿
ノ
谷
ト
申
所
有
、
亭
之
跡
今
以
形
有
、

一
新
野
村
不
残
想
慈
院
之
旦
家
也
、
五
ケ
寺
之
手
頂

之
内
二
居
住
也
、
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４り
、
ほ
ぼ
同
形
式
の
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
調
査
方
法
に
つ
い
て
も
一
定
の
方
針
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
彦
根
系
譜
方
の
河
村
万
右
衛
門
ら
に
よ
る
調
査
は
、
河
村
が
単
独
で
す
べ
て
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、
地
元
の
人
び
と
の
調
査
に
依
存
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
九
月
に
は
、
河
村

万
右
衛
門
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
龍
潭
寺
が
地
域
の
寺
院
の
由
緒
・
歴
史
に
つ
い
て
か
な
り
詳
細
な
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
（
下
書

Ｆ

Ｄ

き
が
龍
潭
寺
文
書
に
み
ら
れ
る
）
。
新
野
村
な
ど
の
調
査
で
、
村
人
の
言
い
伝
え
が
記
載
さ
れ
て
い
る
点
も
、
ま
さ
に
そ
の
実
態
が
地

元
依
存
型
の
調
査
で
あ
っ
た
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
河
村
ら
は
、
地
元
か
ら
上
が
っ
て
く
る
情
報
を
も
と
に
し
て
調

査
を
進
め
て
い
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
以
上
の
検
討
に
よ
り
、
彦
根
系
譜
方
の
職
務
内
容
の
概
要
と
そ
の
調
査
能
力
の
実
態
が
、
概
ね
把
握
で
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
右
に
記
し
た
よ
う
な
調
査
は
、
史
料
３
か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
、
対
象
と
な
る
地
域
（
「
村
人
」
）
の
協
力
が
な
け
れ
ば
不
可
能
な

も
の
で
あ
っ
た
。
次
章
で
は
、
地
域
の
側
か
ら
み
た
彦
根
系
譜
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

彦
根
藩
系
譜
方
に
よ
る
「
井
伊
谷
」
調
査
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
六
）
頃
を
中
心
に
実
施
さ
れ
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
四
年
に

は
、
引
佐
地
方
の
三
か
寺
に
よ
る
「
玉
垣
」
の
修
造
へ
と
発
展
し
て
い
く
。
彦
根
藩
が
こ
の
時
期
に
、
井
伊
谷
周
辺
の
調
査
を
実
施
し

た
理
由
に
つ
い
て
は
、
彦
根
藩
政
全
体
の
な
か
で
位
置
づ
け
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
詳
細
な
検
討
は

省
略
す
る
が
、
と
り
わ
け
、
こ
の
時
期
に
長
野
義
言
や
新
野
左
馬
助
ら
が
、
戦
国
期
以
前
の
井
伊
家
の
歴
史
に
強
い
関
心
を
持
ち
始
め

て
い
た
点
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
契
機
が
、
た
と
え
ば
新
野
家
を
復
興
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
か
、
学
問
的
な
関
心
の
延
長
だ
っ
た
と

一
一

「
井
伊
谷
」
調
査
の
背
景
ｌ
地
域
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
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次
の
史
料
４
は
、
井
伊
谷
町
の
二
宮
神
社
神
主
中
居
伊
豫
（
直
恕
）
が
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
彦
根
藩
に
提
出
し
た
願
書
で

あ
る
。
こ
の
史
料
を
書
く
前
に
推
敲
し
た
と
み
ら
れ
る
文
書
が
、
井
伊
谷
町
中
井
家
文
書
の
な
か
に
の
こ
っ
て
お
り
、
比
較
も
可
能
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
長
文
に
わ
た
る
が
、
全
文
を
掲
載
す
る
。

か
、
そ
れ
と
も
多
く
の
藩
士
が
井
伊
谷
龍
浬
寺
へ
と
参
詣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
井
伊
谷
と
の
関
係
性
が
強
ま
っ
た
と
か
、
様
々
な
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
と
く
に
こ
う
し
た
活
動
が
、
彦
根
藩
に
よ
っ
て
一
方
向
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
地
域
の
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
大
き
な
割
合
を
も
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
点
に
注
目
し
つ
つ
分
析
を
進
め
て
い
き
た

１
０

町
Ｖ

６１

〔
史
料
４
〕

（
Ａ
）
天
皇
江
忠
勤
之
士
也
、
且
及
末
期
給
ひ
て
遺
命
日
、
井
邊
建
立
干
廟
社
可
敬
祭
於
吾
霊
共
子
孫
得
幸
福
全
可
武
運
長
久
也
、

依
之
井
伊
城
之
井
戸
之
傍
二
御
宮
を
在
御
建
立
而
御
祭
被
遊
候
、
扱
又
井
之
本
之
井
戸
与
梨
始
被
遊
御
出
生
、
又
御
霊
者
井
伊
城

之
井
戸
江
鎮
り
座
々
事
、
神
化
奇
瑞
實
二
敬
神
之
至
二
奉
存
候
、

二
條
院
御
宇
九
條
院
之
息
男
共
資
卿
受
領
子
遠
江
守
櫛
村
与
申
候
所
江
始
而
御
下
向
被
成
候
、

一
寛
弘
七
庚
戌
年
井
之
八
幡
宮
社
内
於
井
邊
容
顔
美
麗
之
神
童
以
橘
枝
居
給
共
、
干
時
大
守
八
幡
宮
百
日
詣
て
の
御
願
中
故
、
彼
神

童
を
格
別
被
遊
懇
望
為
猶
子
与
神
主
西
尾
氏
江
被
預
致
養
育
候
、

御
由
緒

一
井
伊
大
明
神
之
御
儀
者
往
昔
井
伊
遠
江
介
共
保
公
依
御
遺
言
御
霊
を
奉
斎
候
御
社
御
座
候
、
社
傳
日
、
往
古
井
産
之
神
童
成
長

而
秀
才
英
雄
、
既
武
名
高
、
殊
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一
井
産
之
神
童
成
長
し
て
号
共
保
也
、
軍
署
智
謀
依
為
英
雄
之
士
、
（
Ｂ
）
長
元
之
始
受
領
子
遠
江
介
依

一
元
弘
之
乱
二
遠
江
國
之
住
人
井

一
延
元
々
年
秋
十
月
十
日
御
下
向

元
弘
之
乱
二
遠
江
國
之
住
人
井

一
建
久
四
年
冨
士
之
牧
狩
御
陣
之
節
、
遠
江
國
二
者
井
伊
介
与
御
座
候
、
則
日
本
八
介
之
家
格
数
代
遠
江
介
二
受
領
し
た
ま
ふ
、
又

夕
く
れ
ハ
そ
こ
と
も
知
ら
す
白
菅
の
入
海
か
け
て
か
す
む
ま
つ
は
ら

一
天
受
元
年
卯
春
三
月
九
州
世
振
山
の
合
戦
之
時
井
伊
弥
太
郎
討
死

一一一一

唱
来
り
申
候
、

嫡
子
ハ
新
介
与
称
ス
、

伊
介
為
上
京
、
（
ｃ
〉
後
醍
醐
天
皇
之
御
味
方
二
参
在
勲
功
也
、

犬
山
江
被
為
御
寄
給
ひ
、

宮
遠
州
濱
名
橋
の
御
詠

へ

D
…（

Ｅ
）
正
平
十
九
辰
年
於
井
伊
城
而
二
品
尹
良
親
王
御
誕
生
御
母
者
井
伊
介
之
娘

三
河
國
栖
山
村
之
氏
神
熊
野
三
社
大
権
現
之
棟
札
日

應
安
六
癸
丑
年
井
伊
二
良
敬
白
信
心
施
主

永
享
八
年
五
月
井
伊
大
明
神
之
御
再
建
御
座
候
処
、
井
伊
弥
太
郎
忠
直
公
御
願
主
二
御
座
候
、

永
享
十
一
年
未
春
二
月
、
相
州
箱
根
竹
之
下
水
呑
合
戦
之
時
、
井
伊
弥
太
良
京
都
将
軍
方
二
属
し
て
出
陣
、

後
醍
醐
天
皇
第
二
之
皇
子
一
品
中
務
卿
宗
良
親
王
叡
山
之
官
軍
破
れ
て
よ
り
密
二
東
山
東
海
之
邊
二
今
忍
た
ま
ふ
を
井
伊
介

勢
五
百
八
十
余
隣

夫
よ
り
遠
江
國
井
伊
城
江
奉
り
、
数
年
官
軍
江
忠
誠
を
尽
し
奉
る
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７

史
料
４
は
、
系
譜
方
に
提
出
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
原
文
は
清
書
さ
れ
て
い
る
。
中
居
伊
豫
は
、
天
保
期
よ
り
井
伊

谷
周
辺
の
歴
史
（
由
緒
）
の
調
査
を
精
力
的
に
進
め
て
い
た
が
、
史
料
４
は
そ
の
一
つ
の
集
大
成
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
由
緒
書
に
つ

い
て
は
、
彦
根
系
譜
方
も
逐
一
そ
の
情
報
を
得
て
い
た
。
実
際
、
井
伊
家
伝
来
古
文
書
に
み
ら
れ
る
「
御
由
緒
書
」
、
「
遠
江
渋
川
記

９

更
」
な
ど
は
、
中
井
氏
（
中
居
氏
）
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
中
井
氏
よ
り
系
譜
方
へ
と
提
出
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ

一
慶
安
年
中
井
伊
兵
部
少
輔
様
鳳
来
寺
御
宮
御
用
二
付
御
通
行
之
節
、
井
伊
谷
宿
御
昼
休
二
御
座
候
間
、
私
方
江
被
為
入
候

而
、
御
仕
度
等
被
遊
候
、
此
時
井
伊
故
城
地
御
一
覧
被
遊
候
、
則
井
伊
大
明
神
江
御
参
詣
御
初
穂
三
貫
文
御
神
納
御
座
候
、

一
永
禄
五
年
井
伊
城
落
去
後
者
御
本
丸
旧
地
東
西
壱
町
余
南
北
壱
町
半
余
之
所
、
慶
長
九
年
合
井
伊
大
明
神
社
領
二
奉
願
候
、
尚
又

従
御
公
儀
様
御
除
地
高
弐
石
三
斗
余
御
寄
附
御
座
候
、
私
方
儀
者
自
往
古
、

御
朱
印
高
四
石
五
斗
二
宮
大
明
神
井
伊
大
明
神
両
社
神
主
職
二
御
座
候
、

一
（
Ｆ
）
永
禄
三
年
五
月
井
伊
直
盛
公
、
尾
州
桶
狭
間
江
御
出
陣
之
節
、
私
先
祖
中
居
惣
兵
衛
同
七
良
三
良
御
供
二
而
出
陣
仕
候
処
惣

一
同
年
、
井
伊
介
井
伊
八
良
、
井
伊
弥
四
良
等
攻
於
結
城
朝
満
共

一
天
文
十
三
年
十
二
月
廿
三
日
、
於
駿
州
而
、
井
伊
彦
次
良
直
満
公
・
同
直
義
公
御
一
所
二
御
生
害
被
遊
候
之
処
、
則
井
伊
城
之
内

乾
之
方
二
御
両
公
様
御
墓
所
御
座
候
、
尤
塚
上
二
松
之
大
木
朽
損
し
候
而
御
墓
印
子
今
御
座
候
、

今
所
持
仕
候
、

兵
術
儀
者
討
死
仕
候
、
嫡
子
七
良
三
良
者
十
八
日
二
貞
次
之
太
刀
拝
領
仕
候
而
帰
國
被
仰
付
候
、
且
又
其
節
着
用
致
し
候
具
足
干

嘉
永
元
年
申
八
月

遠
州
引
佐
郡
井
伊
谷
両
社
神
主
中
居
伊
豫
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ろ
う
。
系
譜
方
と
中
居
伊
豫
と
は
調
査
に
お
い
て
、
協
力
関
係
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

さ
て
、
史
料
４
の
内
容
を
精
査
し
て
み
よ
う
。
井
伊
家
の
歴
史
が
、
編
年
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
天
皇
家
と
の
関
係
が
重

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
傍
線
部
Ａ
～
Ｅ
）
。
ま
た
、
中
井
氏
の
先
祖
の
活
躍
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
お
り
（
傍
線
部
Ｆ
）
、

強
い
由
緒
意
識
に
も
と
づ
い
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
傍
線
部
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
「
井
伊
庄
」
と
い
う
地
域
認
識
が
み
て
と
れ
る
。
全
体

鋤

と
し
て
は
、
戦
国
期
の
井
伊
氏
の
活
躍
（
こ
れ
は
徳
川
家
康
へ
の
由
緒
と
深
く
か
か
わ
る
）
で
は
な
く
、
南
北
朝
期
あ
る
い
は
そ
れ
以

創

前
の
井
伊
氏
の
姿
に
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
一
つ
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
調
査
に
協
力
的
で
あ
っ
た
の
は
、
中
居
伊
豫
だ
け
で
は
な
い
。
気
賀
村
の
岩
居
半
十
郎
や
、
祝
田
村
の
内
山
平
兵
衛
な

ど
の
地
方
有
力
者
（
豪
農
）
も
主
体
的
に
こ
う
し
た
調
査
に
関
与
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
内
山
平
兵
衛
は
、
浜
松
周
辺
の
様
々
な
情

錘

報
を
ま
と
め
て
河
村
万
右
衛
門
に
伝
達
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
入
野
村
（
現
在
の
浜
松
市
西
区
入
野
町
）
の
旧

家
竹
村
又
右
衛
門
か
ら
入
野
村
近
辺
の
旧
跡
に
つ
い
て
の
情
報
を
送
っ
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
そ
れ
を
河
村
万
右
衛
門
へ
と
伝
達
し
て
い

ま
た
、
地
方
寺
社
の
側
か
ら
の
彦
根
藩
へ
の
積
極
的
な
働
き
が
け
も
あ
っ
た
。
井
伊
大
明
神
・
二
宮
神
社
の
神
主
で
あ
る
中
居
伊
豫

を
は
じ
め
と
し
、
井
伊
直
親
と
の
由
緒
を
も
つ
渋
川
東
光
院
、
井
伊
直
平
と
の
由
緒
を
も
つ
川
名
村
渓
雲
寺
、
井
伊
直
宗
の
妻
浄
心
院

と
の
由
緒
を
も
つ
久
留
女
木
村
の
如
意
院
か
ら
も
、
史
践
の
再
建
に
関
す
る
要
望
が
届
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
動
向
に
対
し
て
、
安
政

四
年
に
は
、
こ
の
三
ケ
寺
に
よ
る
「
玉
垣
」
（
遠
江
井
伊
氏
の
墓
地
）
の
修
造
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
費
用
に
つ
い
て
、
系

譜
方
が
そ
の
用
立
を
行
っ
て
い
る
。
次
の
史
料
を
み
て
み
よ
う
。

る郵
○

４２

〔
史
料
５
〕
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史
料
５
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
彦
根
系
譜
方
は
、
井
伊
家
の
史
蹟
で
あ
る
「
玉
垣
」
の
修
造
に
際
し
て
の
経
費
の
手
配
ま
で
行
っ
て

い
る
。
系
譜
方
の
河
村
万
右
衛
門
は
、
調
査
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
現
地
の
井
伊
家
史
蹟
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、
修
復
の
必

要
性
を
痛
感
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
「
玉
垣
」
修
造
に
つ
い
て
は
、
三
ヶ
寺
と
と
も
に
気
賀
村
の
岩
居
半
十
郎
が
要
望
を

鰯

ま
と
め
、
系
譜
方
を
通
じ
て
彦
根
藩
へ
話
を
持
ち
か
け
て
い
る
。
藩
側
で
こ
れ
を
受
け
た
の
は
、
新
野
左
馬
助
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ

こ
で
も
「
井
伊
庄
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
地
域
の
古
称
と
し
て
は
「
井
伊

保
」
と
い
う
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
井
伊
庄
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
居
伊
豫
の
由
緒
書
に
も
共
通
す
る
点
で
あ

ブ
（
ぜ
○

仕
法
書
相
添
願
書
奉
指
上
候
、
已
上
、

巳
二
月

御
家
老
中
様

（
マ
マ
〕

久
留
米
木
村
如
意
院

右
御
玉
垣
願
之
通
勝
手
二
被
造
立
候
様
被
仰
付
候
二
付
、
御
時
節
之
儀
二
者
候
得
共
、
御
系
譜
方
取
計
を
以
、
別
紙
之
通
達
書
相
添
金

子
寄
附
仕
度
候
間
、
正
金
弐
拾
両
拝
借
被
仰
付
候
様
奉
願
候
、
已
上
〔
ヵ
〕
之
儀
者
別
紙
仕
法
書
之
通
弐
百
両
之
御
利
足
之
内
年
々
三
両

宛
元
利
済
二
相
成
候
迫
御
取
立
被
下
置
候
様
奉
願
候
、
御
許
容
被
下
置
候
ハ
侭
、
御
指
紙
御
出
被
下
置
候
様
、
此
度
奉
願
上
候
、
依
之

系
譜
御
用
掛
中

遠
州
引
佐
郡
井
伊
庄

渋
河
村
東
光
院

川
名
村
渓
雲
寺

（
マ
マ
〕

〈
留
米
木
村
如
意
院

別
紙
之
通
達
書
相
添
金

御
利
足
之
内
年
々
三
両

此
度
奉
願
上
候
、
依
之
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以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
ま
と
め
る
と
、
彦
根
系
譜
方
が
引
佐
地
方
で
調
査
を
実
施
し
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
生
ん
だ
こ
と

が
わ
か
る
。
第
一
に
、
地
域
の
有
力
者
（
宗
教
者
）
た
ち
の
彦
根
井
伊
家
の
権
威
へ
の
依
存
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
具
体
的
に

は
、
「
御
由
緒
取
立
」
や
「
御
目
見
」
の
要
求
と
し
て
現
出
す
る
。
安
政
二
年
八
～
九
月
に
は
、
井
伊
直
盛
・
直
親
と
の
由
緒
を
も
ち
、

遠
江
井
伊
氏
に
関
連
す
る
文
書
を
も
つ
祝
田
村
の
羽
鳥
大
明
神
の
萩
原
采
女
を
は
じ
め
、
井
伊
谷
二
宮
神
社
の
神
主
中
居
伊
豫
、
祝
田

２

村
大
藤
寺
、
奥
山
村
の
奥
山
源
太
郎
、
横
尾
村
の
大
石
徳
右
衛
門
か
ら
の
願
書
が
届
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
吉
例
」
や
由
緒
が
そ

鋤

れ
ぞ
れ
具
体
的
に
語
ら
れ
て
お
り
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
二
の
井
伊
直
弼
の
井
伊
谷
来
訪
を
一
つ
の
転
機
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

や
寺
社
と
井
伊
家
と
の
由
緒
が
よ
り
は
っ
き
り
と
意
識
さ
れ
始
め
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
そ
れ
は
現
実
社
会
に
お
け
る
井
伊
家
と

の
具
体
的
な
関
係
性
（
「
御
目
見
」
な
ど
）
を
求
め
る
も
の
へ
と
移
行
し
た
。

第
二
に
、
第
一
の
点
の
延
長
で
あ
る
が
、
地
域
に
お
け
る
井
伊
家
へ
の
由
緒
意
識
を
大
き
く
促
進
さ
せ
、
史
蹟
の
整
備
へ
と
人
び
と

を
向
か
わ
せ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
動
向
は
、
百
々
村
彦
右
衛
門
な
ど
を
通
じ
て
、
井
伊
谷
周
辺
地
域
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
大
き
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
い
く
。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
七
月
二
十
一
日
、
坂
田
郡
百
々
村
の
彦
右
衛
門
は
、
庄
屋
久

四
郎
と
横
目
源
右
衛
門
と
と
も
に
、
願
書
（
再
願
書
）
を
系
譜
方
奉
行
所
に
提
出
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
彦
右
衛
門
ら
の
と
こ
ろ

に
、
気
賀
の
岩
居
庄
衛
門
を
通
じ
て
、
奥
山
方
広
寺
か
ら
金
千
両
を
献
納
し
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

奥
山
方
広
寺
の
後
醍
醐
天
皇
（
宗
良
親
王
）
と
の
由
緒
や
、
井
伊
家
と
の
「
御
因
縁
」
な
ど
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
た
う
え
で
、
方
広
寺

さ
て
、
引
佐
地
方
の
三
ヶ
寺
の
「
玉
垣
」
修
造
に
あ
た
っ
て
は
、
百
々
村
彦
右
衛
門
の
仲
介
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
実
際
、

鰯

東
光
院
文
書
の
な
か
に
は
住
職
の
文
喬
と
彦
右
衛
門
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
（
控
え
）
が
残
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
彦
右
衛
門
の

「
御
執
成
」
に
対
す
る
御
礼
と
、
東
光
院
の
本
山
奥
山
方
広
寺
に
対
す
る
香
華
料
等
寄
進
の
願
い
書
き
な
ど
の
内
容
も
み
ら
れ
る
。

41



側
か
ら
の
要
求
と
し
て
、
①
毎
年
、
供
養
料
と
し
て
米
六
十
俵
ず
つ
寄
付
す
る
こ
と
、
②
御
目
見
す
る
こ
と
、
の
二
点
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
方
広
寺
が
、
井
伊
家
と
ゆ
か
り
の
あ
る
岩
居
氏
（
ま
た
は
東
光
院
）
を
通
じ
て
、
井
伊
家
と
の
接
点
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
｝

さ
ら
に
こ

詞

〔
史
料
６
〕

乍
恐
以
書
付
御
再
願
奉
申
上
候

一
遠
州
井
伊
谷
二
御
鎮
座
被
為
在
候
、

井
伊
大
明
神
様
御
社
之
儀
ハ
恐
多
も

御
上
様
之
御
元
祖
自
浄
院
様
ヲ
嘉
保
年
中
御
城
中
二
御
建
立
被
為
在
御
上
様
第
一
之
御
太
切
成
、
殊
二
御
朱
印
除
地
之
御
社
二

御
座
候
所
、
當
時
右
之
御
社
破
損
後
、
御
假
屋
之
侭
二
而
余
り
鹿
末
二
御
座
候
二
而
何
卒
御
再
建
被
為
在
度
、
先
年
合
之
心
願
二

御
座
候
得
共
、
何
分
御
時
節
柄
二
而
心
痛
而
已
仕
居
候
所
、
別
紙
之
通
、
此
度
奥
山
村
方
廣
寺
合
金
千
両
献
納
願
出
候
二
而
、
右

之
金
子
ヲ
以
、
御
社
御
再
建
被
仰
付
候
様
奉
願
上
候
、
五
百
両
計
御
下
ヶ
被
下
置
候
ハ
、
、
御
出
来
二
可
相
成
与
奉
存
候
、
當
御

社
之
儀
ハ
御
上
様
合
是
迪
御
修
覆
御
手
入
等
無
之
御
社
二
而
御
先
例
等
一
切
無
御
座
候
、
駿
州
中
里
村
八
幡
宮
御
普
請
之
儀
ハ

是
迪
も
出
願
仕
候
得
ハ
、
始
メ
ニ
御
役
方
様
御
見
分
済
、
山
川
藤
蔵
合
都
而
御
普
請
御
入
用
積
り
書
指
上
御
普
請
出
来
御
届
申
上

候
得
ハ
、
御
役
方
様
御
見
分
御
座
候
様
承
知
仕
居
候
、
當
御
社
之
儀
も
始
終
二
何
れ
之
御
役
方
様
二
而
も
御
見
分
被
下
置
、
右
之

御
振
合
二
准
也
、
御
許
容
被
下
置
候
得
ハ
、
彼
地
へ
罷
越
気
賀
岩
居
庄
右
衛
門
与
談
合
仕
、
御
太
切
成
御
宮
之
儀
二
御
座
候
得

ハ
、
木
品
大
工
石
屋
日
雇
人
足
賃
等
、
都
而
積
り
書
ヲ
以
、
一
々
御
窺
申
上
候
上
取
計
仕
度
奉
存
候
、
尤
此
弐
通
之
願
書
壱
通
二

の
翌
二
十
二
日
に
は
、
彦
右
衛
門
は
、
次
の
よ
う
な
文
面
を
系
譜
方
に
提
出
し
て
い
る
。
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史
料
６
傍
線
部
に
み
ら
れ
る
「
別
紙
」
と
は
、
先
に
み
た
願
書
（
再
願
番
）
を
指
し
て
い
る
。
方
広
寺
か
ら
寄
付
さ
れ
た
金
千
両
を

使
っ
て
、
井
伊
谷
に
あ
る
井
伊
大
明
神
の
再
建
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
井
伊
大
明
神
は
、
二
宮
神
社
と
と
も
に
中
井
氏
が

神
主
を
つ
と
め
る
神
社
で
あ
る
。
二
宮
神
社
が
、
井
伊
谷
の
領
主
で
あ
る
旗
本
近
藤
氏
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
井
伊
大
明
神
は
、
井
伊
氏
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
井
伊
大
明
神
が
「
大
破
」
の
状
況
に
あ
る
と
い
う

現
実
的
な
問
題
も
大
き
か
っ
た
と
は
み
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
、
井
伊
家
と
よ
り
由
緒
が
深
い
井
伊
大
明
神
を
も
と
に
、
井
伊
家
と
の
接

点
を
深
め
よ
う
と
い
う
政
治
的
な
意
識
が
、
そ
こ
に
介
在
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
九
世
紀
の
前
半
（
嘉
永
期
）
、
井
伊
大
明
神
は
、
「
破
損
」
が
ひ
ど
く
、
修
復
が
必
要
な
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し

鋤

て
、
神
主
の
中
井
伊
予
は
、
彦
根
藩
な
ど
に
勧
化
配
札
の
許
可
を
も
ら
い
、
費
用
の
調
達
を
は
か
っ
て
い
た
。
当
時
、
大
老
職
に
あ
っ

た
井
伊
家
自
体
の
資
金
繰
り
の
問
題
か
ら
、
直
接
出
資
は
、
な
か
な
か
実
現
し
に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
自
浄

而
先
達
而
御
願
奉
申
上
候
節
、
當
筋
御
奉
行
様
御
代
官
所
様
へ
御
願
申
上
御
赦
免
之
上
、
願
書
奉
指
上
候
儀
二
御
座
候
、
甚
以
奉

恐
入
候
御
願
二
御
座
候
得
共
、
何
卒
出
格
之
御
慈
悲
ヲ
以
、
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
、
、
重
々
難
有
仕
合
二
可
奉
存
候
、
此

段
乍
恐
再
御
書
付
御
願
奉
申
上
候
、
以
上
、

坂
田
郡
百
々
村

安
政
六
年
未
七
月
廿
二
日

御
系
譜
方
御
奉
行
所
様

願
人人
彦
右
衛
門

庄
屋
久
四
郎

横
目
源
右
衛
門

印印印
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３

院
（
井
伊
家
の
元
祖
共
保
）
の
遠
忌
法
要
の
際
に
、
広
く
勧
化
を
実
施
し
大
き
な
効
果
を
得
た
、
井
伊
谷
龍
潭
寺
の
方
法
を
踏
襲
し
た

も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
安
政
期
に
入
り
、
彦
根
藩
と
の
関
係
性
が
深
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
直
接
的
な
方
法
が
模
索
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
安
政
六
年
の
こ
の
時
点
で
は
、
彦
根
系
譜
方
の
方
針
と
し
て
は
、
地
元
の
資

金
を
も
と
に
、
井
伊
大
明
神
の
修
復
を
行
お
う
と
し
て
い
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
（
史
料
の
残
存
状
況
よ
り
定
か
で
は
な
い
が
、
史
料

６
は
あ
く
ま
で
彦
右
衛
門
の
個
人
的
な
見
解
で
あ
っ
て
、
本
格
的
な
修
復
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
）
。

こ
の
よ
う
に
、
彦
根
井
伊
家
に
よ
る
旧
跡
調
査
は
、
地
域
社
会
の
な
か
で
、
文
化
的
な
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
政
治
的
な
側
面
に
お

い
て
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
〃
井
伊
家
の
歴
史
″
を
素
材
と
し
た
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の

な
か
に
お
け
る
地
域
の
有
力
者
（
た
だ
し
、
由
緒
を
有
す
る
旧
土
豪
層
で
あ
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
）
た
ち
の
政
治
・
経
済
・

文
化
的
な
存
在
感
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
と
い
え
よ
う
。

た
地
図
が
、
図
２
で
あ
る
）

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

遠
州
入
り
し
た
。
こ
の
際
、

図
２
で
あ
る
）

さ
て
、
最
後
に
彦
根
藩
に
よ
る
井
伊
谷
調
査
を
考
え
る
う
え
で
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
長
野
義
言
の
行
動
を
追
っ
て
い
き
た
い
。
長

型

野
義
言
の
井
伊
谷
で
の
調
査
活
動
は
、
彼
自
身
が
残
し
て
い
る
「
井
伊
谷
日
記
」
（
長
野
義
言
筆
、
安
政
二
年
）
か
ら
う
か
が
え
る
。

ま
ず
は
、
こ
れ
を
も
と
に
そ
の
調
査
の
概
要
を
み
て
い
こ
う
（
長
野
義
言
の
調
査
旅
行
の
日
程
を
示
し
た
も
の
が
表
巳
、
行
程
を
示
し

三
長
野
義
言
に
よ
る
井
伊
谷
調
査

。
九
月
一
日
、
長
野
は
三
河
国
豊
川
を
立
ち
、
ま
ず
嵩
山
駅
を
経
由
し
て
本
坂
越
（
日
比
沢
を
通
過
）
に
て

長
野
は
、
三
ケ
日
周
辺
の
古
跡
に
つ
い
て
も
興
味
を
抱
き
記
録
を
残
し
て
い
る
。
と
く
に
、
猪
鼻
湖
に
つ
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宿
泊
先
と
し
て
い
る
（
表
２
参
照
）
。

九
月
三
日
、
長
野
義
言
は
、
井
伊
谷
龍
禅
寺
に
入
り
、
ま
ず
は
井
伊
谷
八
幡
宮
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
。
と
く
に
、
宗
良
親
王
の
墓

所
（
「
冷
湛
寺
殿
の
御
塔
」
「
御
廟
所
」
）
、
自
浄
院
の
旧
跡
（
「
自
浄
院
地
蔵
」
）
、
神
井
橘
な
ど
を
実
際
に
見
学
し
た
と
み
ら
れ
、
龍
潭

寺
に
お
い
て
は
寺
蔵
の
「
南
渓
禅
師
自
筆
之
過
去
帳
」
を
「
所
見
」
し
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
重
要
人
物
（
井
伊
家
の
先
祖
）
の
戒

名
を
「
井
伊
谷
日
記
」
に
記
録
し
て
い
る
。
こ
こ
で
得
た
情
報
が
、
そ
の
後
の
引
佐
北
部
地
域
で
の
調
査
（
井
伊
直
平
・
浄
心
院
．
直

親
ら
の
調
査
）
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

九
月
六
日
、
長
野
は
、
井
伊
谷
町
の
二
宮
神
社
神
主
で
あ
る
中
居
伊
豫
の
も
と
を
訪
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
二
宮
大
明
神
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
（
宗
良
親
王
の
「
自
筆
之
本
」
で
あ
る
李
花
集
な
ど
）
、
井
伊
直
満
の
墓
、
井
伊
八
幡
宮
南
側
の
井
戸
（
井
伊
城
本
丸
の

井
の
跡
）
、
さ
ら
に
城
山
へ
と
登
り
（
峰
に
あ
る
稲
荷
の
小
祠
に
も
触
れ
て
い
る
）
、
神
宮
寺
八
幡
宮
、
そ
し
て
「
二
郎
法
師
の
御
遺
跡

表2

注記） 「井伊谷日記」（安政2年､畏野義言）末より作成。

い
て
、
「
井
伊
直
政
を
頼
政
の
鵺
射
た
る
時
供
せ
し
井
伊
早

太
の
一
族
に
て
源
家
累
葉
の
家
臣
也
」
と
す
る
と
い
う
「
武

野
燭
談
』
の
記
事
に
触
れ
、
「
猪
鼻
湖
」
と
「
井
早
田
」
と

の
関
係
を
考
察
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
「
駒
場
岩
根
」
を
経

て
気
賀
に
入
り
、
井
伊
直
盛
に
仕
え
た
庄
衛
門
宗
保
（
桶
狭

間
合
戦
の
際
に
戦
死
）
の
子
孫
、
岩
井
（
居
）
半
十
郎
の
と

こ
ろ
へ
と
至
る
。
ち
な
み
に
、
岩
井
半
十
郎
に
つ
い
て
は
、

元
々
、
「
し
る
人
」
（
知
人
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
実
際
、
長

野
は
こ
の
旅
程
の
う
ち
の
七
日
間
ほ
ど
、
岩
井
半
十
郎
宅
を
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日程 地名 宿泊先

8月27日 彦根出立 乗（ママ）井泊り、

亀丸屋

8月28日 尾州萩原泊り

8月29日 池鯉鮒

8月30日 御泊泊り

9月1日・2日 気賀 岩井半十郎

9月3日6、 井伊谷 龍潔寺 白り

9月7日 奥山 臥雲院 白り

9月8日6、 渋川 東光院 白り

9月10日6 川名 渓雲寺 白り

9月12日6、 井伊谷 脳Ⅲ寺 白り

9月13日6 気賀 岩井半十郎

9月17日 演松 花屋惣蔵

9月18日 大井川嶋田 才嶋屋

9月19日 江尻 横須賀屋久左衛門

9月20日 沼津 万機作兵衛

9月21日
箱根

小田原

藤屋八左衛門

消水金左衛門

9月22日 藤沢 中村屋

9月23日 川崎 演屋吉十郎

9月24日 江戸藩 御中屋敷
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也
」
と
い
う
妙
雲
寺
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
中
居
伊
豫
が
所
蔵
し
て
い
る
古
文
書
（
中
井
家
文
書
）
を
は
じ
め
、
当
地

の
由
緒
に
つ
い
て
様
々
な
情
報
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
こ
の
と
き
ま
で
に
は
、
三
宮
東
伝
記
」
や
「
礎
石
伝
』
、
『
井
伊
氏

天
正
記
」
や
南
北
朝
期
の
井
伊
氏
の
活
躍
を
示
し
た
版
本
（
写
本
類
）
な
ど
、
歴
代
中
井
家
が
叙
し
て
き
た
旧
記
や
蒐
集
し
て
き
た
資

郷

料
が
、
中
井
家
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
長
野
は
こ
れ
ら
の
資
料
群
に
つ
い
て
も
記
録
し
て
い
る
。

九
月
七
日
に
は
、
奥
山
村
の
正
法
寺
へ
と
向
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
奥
山
源
太
郎
の
案
内
で
、
奥
山
城
を
め
ぐ
り
（
宗
良
親
王
に

従
っ
た
井
伊
道
政
の
事
績
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
と
み
ら
れ
る
）
、
そ
の
後
、
本
山
（
奥
山
方
広
寺
）
へ
と
参
詣
し
た
。
長
野
は
、

興
味
を
も
っ
た
よ
う
で
、
参
道
の
略
図
を
日
記
の
な
か
に
メ
モ
し
て
い
る
。

翌
八
日
、
長
野
義
言
は
、
奥
山
を
立
ち
、
渋
川
へ
と
向
か
っ
た
。
道
筋
と
し
て
は
、
谷
沢
村
、
西
・
東
黒
田
村
、
四
方
浄
村
を
経
由

し
て
、
渋
川
東
光
院
へ
と
入
っ
た
と
い
う
（
図
２
参
照
）
。
こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
如
来
立
像
を
は
じ
め
、
歴
代
井
伊
家
の
古
牌
、
渋
川

村
満
福
寺
略
縁
起
な
ど
を
閲
覧
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
野
は
、
腐
福
寺
や
殿
垣
内
、
廣
度
寺
な
ど
も
ま
わ
り
、
渋
川
井
伊
氏
や
井
伊
直

親
の
旧
跡
を
調
べ
て
い
る
。

九
月
十
日
、
長
野
は
、
井
伊
直
親
が
六
所
大
明
神
へ
奉
納
し
た
と
い
う
笛
を
見
て
い
る
（
大
石
常
吉
が
立
ち
会
っ
た
と
み
ら
れ
る
）
。

そ
し
て
そ
の
後
、
久
留
女
木
村
の
如
意
院
へ
と
向
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
浄
心
院
殿
の
尊
牌
を
見
学
し
て
い
る
。
長
野
に
よ
れ
ば
、

「
天
文
之
始
久
留
米
（
マ
マ
）
木
村
中
屋
敷
と
申
所
二
御
隠
居
被
為
成
、
此
処
二
て
御
逝
去
ト
申
傳
候
」
と
い
う
。
ま
た
、
村
役
人
の
中

３

井
七
右
衛
門
に
つ
い
て
の
記
述
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
中
井
氏
は
、
久
留
女
木
の
旧
家
仲
井
氏
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
久

留
女
木
村
に
立
ち
寄
っ
た
そ
の
足
で
、
長
野
は
川
名
村
へ
と
向
か
い
、
川
名
渓
雲
寺
に
入
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
井
伊
直
平
の
尊
牌
を
見

学
し
、
や
は
り
文
面
を
写
し
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
本
新
田
畑
目
録
帳
」
（
寛
政
四
年
二
月
）
を
取
り
寄
せ
て
閲
覧
し
、
西
月
の
墓
所

地
な
ど
を
メ
モ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
方
文
書
は
、
川
名
村
の
「
地
親
」
平
長
三
郎
が
所
持
し
て
い
た
。
長
野
は
、
そ
の
ほ
か
に
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津
城
を
訪
れ
て
い
る
。

九
月
十
二
日
、
御
岳
山
古
城
に
つ
い
て
も
調
査
し
、
そ
の
後
、
龍
潔
寺
へ
と
入
り
、
再
び
黙
宗
・
南
渓
和
尚
の
過
去
帳
を
調
査
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
長
野
は
、
気
賀
の
岩
居
半
十
郎
の
と
こ
ろ
へ
と
入
り
、
調
査
を
進
め
た
。
三
州
巣
山
村
の
応
安
六
年
の
棟
札
（
施
主

井
伊
二
郎
と
あ
る
）
を
は
じ
め
、
中
井
氏
の
所
持
す
る
史
料
、
有
玉
郡
宮
口
の
興
覚
寺
に
残
る
井
伊
監
物
朝
光
の
史
料
、
「
中
郡
小
野

村
大
宝
寺
御
由
緒
」
な
ど
、
井
伊
家
に
関
係
す
る
様
々
な
資
料
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
井
伊
直
盛
公
が
造
立
し
た
と
さ
れ
る
羽
鳥

大
明
神
な
ど
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
る
。
九
月
十
五
日
に
は
、
井
伊
家
の
先
祖
に
あ
た
る
藤
原
共
資
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
村
櫛
の
志

以
上
が
長
野
義
言
に
よ
る
井
伊
谷
周
辺
の
古
跡
調
査
の
概
要
で
あ
る
。
長
野
が
引
佐
地
方
に
来
訪
し
た
こ
と
は
、
こ
の
地
域
に
大
き

な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
長
野
は
、
八
月
二
日
（
お
そ
ら
く
安
政
二
年
の
も
の
で
あ
ろ
う
）
に
、
東
光
院
に
宛
て
て
書
簡
を
出
し
、
江

謁

戸
表
に
向
か
う
途
中
、
「
御
由
緒
向
取
調
度
儀
」
が
あ
る
の
で
、
東
光
院
へ
と
立
ち
寄
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事

前
通
知
を
受
け
て
、
地
域
の
関
係
者
ら
が
資
料
の
準
備
を
急
ピ
ッ
チ
で
お
こ
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
長
野
義
言
に
よ
る
井
伊
谷
の
調
査
の
特
徴
を
ま
と
め
て
い
こ
う
。
次
の
諸
点
が
確
認
で
き
る
。

も
、
渓
雲
寺
に
て
「
永
代
祠
堂
法
名
記
録
」
な
ど
も
閲
覧
・
調
査
を
し
て
い
る
。
大
石
常
吉
と
横
尾
村
の
大
石
徳
右
衛
門
の
縁
戚
関
係

な
ど
に
つ
い
て
も
メ
モ
し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
川
名
村
で
は
、
福
満
寺
薬
師
堂
に
も
立
ち
寄
り
、
薬
師
如
来
像
な
ど
を
詳
し

く
調
べ
て
い
る
。

（
１
）
長
野
は
、

行
っ
て
い
る
。

（
２
）
調
査
は
、

引
佐
地
方
の
旧
家
（
中
井
伊
豫
・
岩
井
半
十
郎
・
大
石
徳
右
衛
門
ら
）
や
寺
院
（
龍
潔
寺
、
東
光
院
な
ど
）
を
宿

引
佐
地
方
の
南
部
（
気
賀
・
祝
田
・
井
伊
谷
）
よ
り
も
北
部
（
渋
川
・
久
留
女
木
・
川
名
）
の
調
査
を
重
点
的
に
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（
１
）
の
よ
う
に
、
長
野
の
調
査
は
、
井
伊
谷
周
辺
に
限
定
せ
ず
、
広
い
範
囲
の
史
蹟
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
渋
川

寺
野
村
や
三
河
国
巣
山
村
の
井
伊
氏
と
の
関
係
性
を
丁
寧
に
考
証
し
た
点
は
、
長
野
の
高
い
調
査
能
力
を
物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
東
光
院
に
当
時
か
ら
所
蔵
さ
れ
て
い
た
古
記
録
類
を
頼
り
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
青
葉
の
笛
」

伝
説
な
ど
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
い
る
点
は
、
一
つ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
（
２
）
に
か
か
わ
り
、
長
野
が
地
元
の
旧
家
の
歴
史
に
関
心
を
寄
せ
た
こ
と
は
、
当
地
で
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
旧
家
の

蝿

由
緒
研
究
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
に
な
り
、
学
問
受
容
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。
井
伊
谷
に
お
い
て
は
、
す
で
に
中
居

伊
豫
に
よ
っ
て
天
保
年
間
に
は
「
礎
石
伝
」
が
執
筆
さ
れ
、
当
地
の
井
伊
家
の
古
跡
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
部
分
詳
細
に
明
ら
か
に
さ

蕊

長
野
が
こ
の
と
き
調
べ
た
史
料
は
、
現
存
し
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
長
野
の
調
査
活
動
が
、
地
元
の
史
料
保
存
に
つ
い

て
の
意
識
を
高
め
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
南
渓
過
去
帳
な
ど
は
、
長
野
が
こ
の
と
き
持
参
し
た
た
め
に
、
後
で
龍
潭
寺
へ
の
返
却
の

３

問
題
も
生
じ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
か
ら
も
や
は
り
、
（
３
）
の
よ
う
に
、
長
野
の
関
心
が
、
遠
江
井
伊
氏
の
よ
り
古
い
系
譜
を
追
う

こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

泊
先
と
し
て
、
旧
引
佐
郡
域
に
わ
た
っ
て
広
範
囲
に
行
わ
れ
た
。

（
３
）
長
野
の
調
査
は
、
井
伊
谷
龍
禅
寺
の
過
去
帳
調
査
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
井
伊
直
親
以
前
の
井
伊
家
の
系
譜
を
追
う
こ

と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
北
部
地
域
の
寺
院
で
は
、
位
牌
の
メ
モ
を
重
点
的
に
行
っ
て
お
り
、
遠
江
井
伊
氏
の
系
譜
を
追
う

こ
と
が
こ
の
調
査
の
最
大
の
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
４
）
南
北
朝
期
の
宗
良
親
王
と
井
伊
氏
（
井
伊
道
政
な
ど
）
の
関
係
に
つ
い
て
、
と
く
に
興
味
を
も
っ
て
調
べ
て
い
る
こ
と
も
わ

か
る
。
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以
上
、
本
稿
で
は
、
彦
根
系
譜
方
に
よ
る
井
伊
谷
調
査
の
概
要
を
み
て
き
た
。
系
譜
方
の
調
査
能
力
や
、
組
織
の
実
態
、
さ
ら
に
地

方
と
協
力
（
あ
る
意
味
で
は
依
存
）
し
た
調
査
の
内
実
に
つ
い
て
も
、
お
お
よ
そ
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
蛇
足
な
が

ら
ま
と
め
て
お
く
と
、
次
の
四
点
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
長
野
義
言
の
由
緒
向
の
調
査
は
、
遠
江
井
伊
氏
の
系
譜
に
対
す
る
彼
自
身
の
強
い
関
心
に
も
と
づ
く
遂
行
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
地
元
の
人
び
と
の
協
力
や
、
そ
れ
か
ら
地
元
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
〃
由
緒
研
究
″
の
成
果
が
貢
献

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
さ
さ
か
極
論
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
時
系
列
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
由
緒
意
識
は
、
井
伊
家
に
よ

る
井
伊
谷
龍
潭
寺
参
詣
を
受
け
、
彦
根
藩
士
ら
の
間
に
井
伊
家
先
祖
故
郷
井
伊
谷
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
と
連
動
し
て
、
ま
す
ま

す
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
が
右
の
よ
う
な
史
蹟
の
整
備
運
動
や
村
落
上
層
の
井
伊
家
へ
の
御
目
見
要
求
へ
と
展

開
し
て
い
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
野
の
調
査
が
、
本
稿
の
第
二
章
で
み
た
よ
う
な
、
引
佐
地
方
の
寺
院
に
よ
る
井
伊
家
旧
跡
（
史
蹟
）

の
整
備
を
求
め
る
運
動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

①
彦
根
藩
の
系
譜
方
は
、
藩
政
に
か
か
わ
る
資
料
を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
、
そ
の
蓄
積
を
も
と
に
藩
政
を
円
滑
に
進
め
よ
う
と
い
う
理
念

を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
組
織
を
実
際
に
運
営
し
て
い
っ
た
の
は
、
河
村
万
右
衛
門
と
、
協
力
者
（
組
織
に
位
置
づ
い
て
い
な

お
わ
り
に
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ち
な
み
に
、
①
～
④
ま
で
の
事
実
は
、
次
の
よ
う
な
見
解
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
引
佐
地
方
は
、
近
枇
を
通
じ
て
旗
本
五
近
藤
氏

に
よ
っ
て
分
割
支
配
さ
れ
て
い
た
。
井
伊
谷
村
は
、
井
伊
谷
近
藤
氏
で
あ
る
が
、
引
佐
北
部
地
方
の
ほ
と
ん
ど
が
金
指
近
藤
氏
領
で
あ

る
。
五
近
藤
氏
は
、
協
力
は
す
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
知
行
所
支
配
を
展
開
し
て
お
り
、
引
佐
地
方
全
域
で
支
配
が
一
貫
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
野
義
言
ら
が
中
世
期
の
引
佐
地
方
の
歴
史
に
注
目
し
た
こ
と
は
、
引
佐
地
域
全
体
に
及

ぶ
、
い
わ
ゆ
る
「
井
伊
庄
」
と
い
う
旧
領
地
に
対
す
る
地
域
の
人
び
と
の
意
識
（
「
地
域
意
識
」
と
呼
べ
る
で
あ
ろ
う
）
を
よ
り
は
っ

き
り
さ
せ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
幕
末
か
ら
明
治
期
ま
で
の
当
地
の
歴
史
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
検
討
範
囲
を
大
き
く
超
え
る
た
め
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
つ
だ
け
い
え
る
の
は
、

鋤

彦
根
系
譜
方
の
歴
史
調
査
が
、
当
地
の
地
方
寺
社
の
権
威
意
識
や
、
地
域
有
力
者
層
の
「
地
域
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
の
性
格
を
よ
り
強

め
さ
せ
、
旗
本
近
藤
氏
の
権
威
を
相
対
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
並
行
し
て
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け

い
）
で
あ
る
百
々
村
彦
右
衛
門
の
二
名
で
あ
り
、
そ
の
職
務
負
担
は
重
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

②
彦
根
系
譜
方
の
井
伊
家
先
祖
に
関
す
る
調
査
の
基
本
は
、
現
地
の
人
び
と
の
協
力
の
も
と
に
、
地
元
の
様
々
な
情
報
（
伝
承
な

ど
）
も
含
め
た
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
成
果
を
得
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
地
住
民
と
の
交
流
は
、
地
域
（
領
地
）
を

越
え
た
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

③
彦
根
系
譜
方
の
調
査
は
、
現
地
住
民
ら
の
由
緒
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
、
井
伊
家
ゆ
か
り
の
史
蹟
の
保
護
に
対
す
る
意
識
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
井
伊
家
の
権
威
（
現
実
的
な
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
）
を
志
向
す
る
意
識
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
。

④
長
野
義
言
の
調
査
は
、
井
伊
谷
周
辺
の
み
な
ら
ず
、
引
佐
の
山
間
地
帯
に
伝
わ
る
遠
江
井
伊
氏
の
史
蹟
ま
で
調
査
対
象
に
お
い
て

お
り
、
そ
の
意
味
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
え
る
。
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て
、
旗
本
近
藤
氏
は
幕
府
か
ら
の
役
負
担
に
追
わ
れ
る
な
か
で
、
知
行
所
支
配
は
、
地
方
賄
役
（
豪
農
）
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て

仰

い
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
方
に
お
け
る
中
央
権
威
の
志
向
性
が
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
、
本
稿
の
彦
根
藩
政
に
お
け
る
系
譜
方
の
位
置
に
関
す
る
分
析
に
は
不
十
分
な
点
が
目
立
つ
。
今
後
は
、
地
元
に
残
さ
れ
て
い

る
（
あ
る
い
は
残
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
）
資
料
と
対
比
さ
せ
つ
つ
、
百
々
村
彦
右
衛
門
や
長
野
義
言
の
動
き
が
地
域
社
会
の
歴
史
に

ど
の
よ
う
な
改
変
を
迫
っ
た
の
か
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

6 5 3 2 14

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
若
手
研
究
Ｂ
「
近
世
に
お
け
る
井
伊
家
旧
領
地
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
（
課

題
番
号
１
６
Ｋ
１
６
９
０
３
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員
の
青
木
俊
郎
氏
を

は
じ
め
、
東
光
院
住
職
の
中
嶋
浩
明
氏
、
井
伊
谷
髄
禅
寺
の
武
藤
全
裕
氏
、
浜
松
市
博
物
館
の
宮
崎
資
浩
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

謹
ん
で
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

井
伊
谷
は
、
井
伊
直
政
以
前
の
「
国
人
領
主
」
（
国
衆
）
の
井
伊
氏
（
「
遠
江
井
伊
氏
」
）
が
本
拠
と
し
た
地
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
辰
巳
和
弘
・
小
和

田
哲
男
・
八
木
洋
行
編
「
湖
の
雄
井
伊
氏
」
静
岡
県
文
化
財
団
、
二
○
一
四
年
な
ど
）
。

拙
稿
「
彦
根
藩
井
伊
家
の
井
伊
谷
参
詣
」
（
「
近
世
の
地
方
寺
院
と
地
域
社
会
」
同
成
社
、
二
○
一
五
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

近
世
中
後
期
、
与
板
や
彦
根
の
藩
士
ら
を
中
心
に
井
伊
家
の
先
祖
故
郷
で
あ
る
井
伊
谷
周
辺
の
歴
史
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
、
井
伊
谷

随
輝
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
文
書
群
な
ど
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
（
前
掲
拙
著
参
照
）
。

二
○
○
○
年
代
ま
で
の
由
緒
論
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
山
本
英
二
「
日
本
中
近
世
史
に
お
け
る
由
緒
論
の
総
括
と
展
望
」
（
歴
史
学
研
究
会
編
「
由
緒

の
比
較
史
」
青
木
普
店
、
二
○
一
○
年
）
に
詳
し
い
。
若
尾
政
希
「
太
平
記
読
み
の
時
代
」
（
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
も
、
近
世
に
お
け
る
歴

史
意
識
を
政
治
思
想
史
と
の
関
係
か
ら
考
察
し
よ
う
と
試
み
た
重
要
な
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

羽
賀
祥
二
「
史
蹟
論
」
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
。

岩
橋
清
美
「
近
世
日
本
の
歴
史
意
識
と
情
報
空
間
」
（
名
著
出
版
、
二
○
一
○
年
）
、
白
川
部
達
夫
・
山
本
英
二
編
「
村
の
身
分
と
由
緒
」
吉
川
弘
文

う2



彦根藩による遠江国井伊谷の旧跡調査について

79 816 15 14 13 12 11 1018 17232221 20 19

館
、
二
○
一
○
年
）
、
若
尾
政
希
・
菊
池
勇
夫
編
「
覚
醒
す
る
地
域
意
識
」
吉
川
弘
文
館
、
二
○
一
○
年
）
、
藤
田
和
敏
「
近
世
郷
村
の
研
究
」
（
吉
川

弘
文
館
、
二
○
一
三
年
）
な
ど
。
ま
た
、
最
近
年
に
お
い
て
も
由
緒
の
創
出
過
程
に
関
す
る
論
文
が
多
数
発
表
さ
れ
て
い
る
。

彦
根
城
博
物
館
蔵
井
伊
家
伝
来
古
文
書
（
調
査
番
号
三
一
四
六
七
号
）
。
本
史
料
に
は
推
敲
の
跡
が
残
る
が
、
こ
こ
で
は
修
正
後
の
文
を
記
し
た
。
な

お
、
以
下
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
の
井
伊
家
伝
来
文
書
と
そ
の
番
号
に
つ
い
て
は
、
井
伊
家
文
書
（
調
○
○
号
）
と
略
し
て
記
す
。

井
伊
家
文
書
（
調
四
○
九
○
○
号
）
。

東
光
院
に
は
、
住
職
の
文
喬
が
新
野
左
馬
助
の
役
人
中
に
宛
て
た
新
野
左
馬
助
の
由
緒
を
記
し
た
古
文
普
が
現
存
し
て
い
る
（
東
光
院
文
需
Ｘ
ｌ

三
九
号
）
。
一
九
世
紀
前
半
の
新
野
家
は
独
自
で
由
緒
向
の
調
査
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

井
伊
家
文
書
（
調
四
○
九
○
九
号
）
。
史
料
中
の
□
は
虫
損
。

井
伊
家
文
齊
（
調
四
○
九
一
二
号
）
。

鈴
木
東
洋
「
新
野
左
馬
助
公
の
御
人
格
を
偲
び
て
ｌ
資
料
集
ｌ
』
（
新
野
左
馬
助
顕
彰
会
、
二
○
一
○
年
）
一
二
～
一
七
頁
。

井
伊
家
文
番
（
調
三
○
五
一
五
号
）
。
た
だ
し
、
本
稿
で
の
形
式
に
あ
わ
せ
て
、
改
行
箇
所
を
調
盤
し
た
。

井
伊
家
文
蒋
（
調
三
○
五
一
六
’
一
号
）
。

井
伊
谷
髄
禅
寺
文
杏
六
六
号
。

井
伊
家
文
番
（
調
三
○
四
八
１

（
調
三
○
四
八
九

拙
稿
「
近
世
に
お
け
る
在
地
宗
教
者
の
歴
史
意
識
」
（
「
近
世
の
地
方
寺
院
と
地
域
社
会
」
同
成
社
、
二
○
一
五
年
）
。

井
伊
家
文
書
（
調
三
○
四
八
九
号
）
。

井
伊
家
文
書
（
調
三
○
四
九
五
号
）
。

中
井
家
文
書
に
含
ま
れ
る
史
料
の
下
書
き
と
み
ら
れ
る
「
神
主
屋
救
留
記
」
（
中
井
家
文
書
七
六
号
）
に
は
、
家
康
に
ま
つ
わ
る
由
緒
に
つ
い
て
も
詳

細
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
清
書
す
る
際
に
割
愛
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
は
、
「
井
伊
家
伝
記
」
（
祖
山
、
享
保
十
五
年
）
を
は
じ
め
と
し
た
龍
輝
寺
の
由
緒
書
と
ひ
か
く
し
た
と
き
よ
り
顕
著
で
あ
る
。

井
伊
家
文
書
（
調
三
○
四
九
九
号
）
。

井
伊
家
文
香
（
調
三
○
五
○
二
号
）
。

て
い
る
。

号
）
。
な
お
、
本
文
書
で
は
「
中
居
伊
豫
」
の
名
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
「
中
井
」
と
い
う
表
記
が
使
わ
れ
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平
川
新
・
谷
山
正
道
編
「
地
域
社
会
と
リ
ー
ダ
ー
た
ち
」
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
六
年
）
な
ど
。

拙
稿
「
江
戸
時
代
の
引
佐
地
方
◆
龍
禅
寺
」
（
「
近
世
の
地
方
寺
院
と
地
域
社
会
」
同
成
社
、
二
○
一
五
年
）
な
ど
。

成
が
完
了
し
て
い
る
。

東
光
院
文
普
Ｘ
ｌ
二
四
号
。

井
伊
谷
龍
禅
寺
文
書
、
東
光
院
文
書
の
ほ
か
に
、
渓
雲
寺
文
書
も
残
存
す
る
（
引
佐
図
書
館
旧
蔵
）
。

井
伊
家
文
普
（
調
二
五
三
七
八
号
）
。

中
井
家
文
書
一
五
七
号
。

「
自
浄
院
殿
七
百
五
拾
回
忌
取
調
帳
」
（
天
保
十
三
年
、
井
伊
谷
髄
灘
寺
文
普
二
○
○
号
）
。

井
伊
家
文
瞥
（
調
三
○
四
八
七
号
）
。

拙
稿
「
近
世
に
お
け
る
在
地
宗
教
者
の
歴
史
意
識
」
（
「
近
世
の
地
方
寺
院
と
地
域
社
会
」
同
成
社
、
二
○
一
五
年
）
。

久
留
女
木
の
仲
井
家
が
所
蔵
し
て
い
る
古
文
普
群
は
、
現
在
、
浜
松
市
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
な
お
、
錐
者
ら
の
調
張
に
よ
っ
て
仮
目
録
の
作

井
伊
家
文
瞥
（
調
二
○
九
六
錨

中
井
家
文
瞥
一
九
六
号
な
ど
。

井
伊
家
文
瞥
（
調
三
○
四
九
七
号
）
。

井
伊
家
文
瞥
（
調
四
○
九
一
三
号
）
。

東
光
院
文
番
Ｘ
ｌ
三
一
号
（
渋
川
東
光
院
所
蔵
）
。

井
伊
家
文
智
（
調
三
○
四
八
八
号
）
。

拙
稿
「
彦
根
藩
井
伊
家
の
井
伊
谷
参
詣
」
二
近
世
の
地
方
寺
院
と
地
域
社
会
」
伺
成
社
、
二
○
一
五
年
）
。

井
伊
家
文
瞥
（
調
二
○
九
六
八
ｌ
二
号
）
。
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